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令和元年８月に移転しました！

　
「
タ
ン
タ
ン
た
ぬ
き
の
…
♪
」

と
２
階
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

私
が
迎
え
に
行
く
と
、
ポ
リ
オ
の

男
性
が
小
学
２
年
生
の
息
子
を
膝

に
抱
っ
こ
し
て
歌
っ
て
い
る
の
で

す
。
庭
で
の
水
遊
び
、
絵
本
読
み
、

か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
。
学
生
や
障
害

の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
見
守
り
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

40
年
近
く
前
、
夏
休
み
に
学
童

保
育
の
よ
う
な
こ
と
が
、
障
害
児

童
も
一
緒
に
直
方
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
社
協
）
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
は
、
に
ぎ
や
か
で

多
く
の
人
が
出
入
り
し
、
犬
や
猫

も
自
由
に
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
色

ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
障
害
児
者

に
出
会
え
た
こ
と
が
私
の
一
番
の

宝
で
す
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
障
が
い
の
あ

る
息
子
と
社
協
に
関
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。「
本
当
に
大
切
な
も
の

は
、
目
に
見
え
な
い
。」
私
は
「
少

数
者
」
の
彼
ら
の

「
自
由
と
人
権
」

を
願
っ
て
い
ま

す
。
移
転
し
た
社

協
に
関
わ
る
人

た
ち
に
エ
ー
ル
。

�

（
田
中
）
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高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
と
代
替
交
通

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
新
聞
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
誰

し
も
人
生
の
終
わ
り
を
感
謝
で
迎
え
た
い
は

ず
で
す
。
当
事
者
や
そ
の
家
族
の
方
の
後
悔
、

被
害
者
の
方
や
家
族
の
方
の
嘆
き
は
計
り
し

れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
平
成
30
年
に
運
転

免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
数
は
、
警
察
庁
の

統
計
に
よ
る
と
約
42
万
人
で
、
そ
の
う
ち
75

歳
以
上
の
方
が
約
29
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
中
で
、
運
転
免
許
を
い
つ
返
納
し

よ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
代
わ
り
の
移
動
手
段
が
な
い
と

そ
れ
も
出
来
な
い
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
、
大
型

店
舗
の
出
店
な
ど
社
会
事
情
が
大
き
く
変
化

し
、
毎
日
の
買
い
物
に
す
ら
苦
労
す
る
人
が

沢
山
い
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
自
家

用
車
で
の
自
由
な
移
動
は
、
高
齢
者
の
生
活

に
欠
か
せ
ず
、
家
族
も
自
主
返
納
を
説
得
す

る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
家
用
車
に
代
わ
る
交
通

　
「
直
方
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
に
参
加

さ
れ
て
い
る
直
方
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長
の
高
木
英
一
さ
ん
に
、
直
方
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
話

を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
直
方
市
で
は
、
平
成
16
年
９
月
か
ら

Ｊ
Ｒ
直
方
駅
を
拠
点
と
し
て
、
上
頓
野
線
、

鴨
生
田
団
地
線
、
武
谷
線
、
植
木
線
、
感
田

線
の
５
路
線
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
っ

て
い
ま
す
。
全
路
線
と
も
毎
日
運
行
で
、
８

時
台
か
ら
18
時
台
ま
で
約
１
時
間
間
隔
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
ね
路
線
バ
ス
が
走
っ

て
い
な
い
地
域
を
網
羅
し
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
の
平
均
は
１
・
５
人
／
便
と
少
な
い
よ

う
で
す
。」

　

時
代
に
求
め
ら
れ
、
行
政
も
努
力
し
て
い

る
の
に
利
用
者
が
少
な
い
の
は
何
処
に
問
題
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
市
民
が
求
め
て
い

る
の
は
、
日
常
の
買
い
物
、
病
院
な
ど
へ
の
移

動
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。
法
律
な
ど
の
壁
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、拠
点
の
見
直
し
や
、

乗
降
場
所
な
ど
の
利
用
し
易
さ
、
地
域
住
民

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
周
知
な
ど
行
政
の

更
な
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

市
民
に
周
知
さ
れ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
者
も
増
し
、
利
用
者
が
増
加
す
れ

ば
安
心
し
て
運
転
免
許
の
自
主
返
納
も
促
進

さ
れ
、
悲
惨
な
交
通
事
故
も
減
少
し
、
住
み

や
す
い
直
方
市
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
世
代

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
と
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
、
公
的
な
本

人
確
認
書
類
と
し
て
永
年
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
免
許
保
有
率
が
高
く
な
お
か
つ
人

口
の
多
い
「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
を
迎
え

始
め
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
の
中
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
安
全
な
移

動
手
段
を
早
急
に
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。�
（
石
黒
）

　
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
や
、
返
納
後
の
自
家
用
車
に
代
わ
る
移
動
手
段
に
関

し
て
、
直
方
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
西
嶋
敏
弘
会
長
）
の
役
員
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

新
役
員

紹介

直方市老人クラブ連合会の皆さん
左から西嶋会長、高木事務局長、山本副会長

　

本
会
役
員
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
の
で

新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
任
期
：
令
和
元
年
６
月
～
令
和
３
年
６
月
）

会　

長 　
　

丸
本　

直
彦

副
会
長　

 　

古
賀　

章
子

副
会
長　

 　

上
川　

光
明

理　

事　

 　

上
村　
　

清

理　

事 　
　

安
田　

幸
生

理　

事 　
　

中
村　

愼
介

理　

事 　
　

西
嶋　

敏
弘

理　

事 　
　

田
中　

壽
子

理　

事 　
　

志
鶴　

隆
俊

理　

事 　
　

吉
𠩤　

和
敏

理　

事 　
　

日
野　
　

智

理　

事 　
　

大
谷　

和
彦

理　

事 　
　

松
田　
　

曻

監　

事 　
　

山
口　

慎
輔

監　

事 　
　

吉
田　

幸
隆

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
と
代
替
交
通
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図書室

　

介
護
人
材
の
す
そ
野
の
拡
大
に

向
け
て
、
介
護
に
つ
い
て
知
る
機

会
を
設
け
、
介
護
分
野
へ
の
参
入

の
き
っ
か
け
作
り
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
介
護
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た

方
な
ど
、
介
護
未
経
験
者
が
介
護

に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
介
護
の
業
務

に
携
わ
る
上
で
知
っ
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

令
和
元
年
11
月
５
日
（
火
）・

　

６
日
（
水
）・
７
日
（
木
）・

　

８
日
（
金
）・
12
日
（
火
）

●
対
象
者

　

�

介
護
未
経
験
者
で
５
日
間
全
て
に

参
加
で
き
る
方
の
み  

※
定
員
50
名

●
会
場

　

�

直
鞍
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｘ
福
岡
別
館

　
　
（
直
方
市
植
木
８
４
９
－
１
）

●
主
催

　

�

福
岡
県

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

℡（
０
９
２
）
５
８
４
－
３
３
１
０

　

子
ど
も
の
不
登
校
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
の
子
ど
も
た
ち
を
抱
え

た
家
族
経
験
者
が
、
悩
み
や
気
持

ち
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
私
た
ち
に
あ
な

た
の
悩
み
や
苦
し
い
気
持
ち
を
共

有
し
て
、
学
校
に
行
け
ず
に
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
を
一
緒
に
見
守

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

不
登
校
で
お
悩
み
の
方
、
誰
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
・
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
相
談
日

　

�

毎
月
第
２
水
曜
日
（
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

●
相
談
時
間

　

�

10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

●
会
場

　

�

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
直
方
市
津
田
町
７
番
35
号
）

●
主
催

　
�

学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
を
支

え
る
会

●
問
い
合
わ
せ

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡（
０
９
４
９
）
２
３
－
２
５
５
１

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の

福
祉
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
御
年
81
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
太
も
も
の
太
さ
に
驚
き
を
隠
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
４
年
前
に
は
全

日
本
選
手
権
マ
ス
タ
ー
ズ
個
人
パ

シ
ュ
ー
ト
60
歳
以
上
の
部
で
優
勝

す
る
な
ど
輝
か
し
い
経
歴
の
下
麦

さ
ん
は
「
生
涯
現
役
、
自
分
に
挑

戦
」
を
胸
に
、２
年
後
の
マ
ス
タ
ー

ズ
世
界
大
会
の
優
勝
を
目
指
し
て

日
々
練
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
車
い
す
体
験
な
ど
で
借
用

し
た
こ
と
の
あ
る
利
用
者
の
一
人

と
し
て
、
車
い
す
を
安
心
安
全
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
継
続
し
て

毎
月
コ
ツ
コ
ツ
と
整
備
さ
れ
て
い

る
下
麦
さ
ん
の
活
動
に
感
謝
の
念

が
わ
く
ば
か
り
で
す
。�

（
藤
田
）

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
一
時
的
に
必
要
な
市
民
や
市

内
の
団
体
に
、
車
い
す
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
10
年
前
、
下
麦
さ
ん
は
夫
婦

旅
行
の
た
め
に
車
い
す
を
借
り
た

時
に
、
整
備
が
行
き
届
い
て
い
な

い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

以
来
、「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
行

い
、
車
い
す
を
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
楽
し
く

て
仕
方
な
い
」
と
の
思
い
で
、
自

主
的
に
数
多
く
の
車
い
す
の
点
検

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
毎
月
担
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
の
整
備
は
、
約
30
年
前

よ
り
、
職
場
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
同

好
会
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

北
九
州
市
八
幡
西
区
な
ど
の
老
人

ホ
ー
ム
で
行
っ
て
い
て
、
自
転
車

競
技
で
培
っ
た
知
識
と
技
術
を
駆

使
し
て
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今

回
取
材
し
て

い
る
中
で
、

自
転
車
競
技

歴
69
年
と
い

う
下
麦
さ
ん

貸
し
出
し
用
車
い
す
点
検
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

下
麦
　
博
正
さ
ん（
81
）

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を

抱
え
る
家
族
相
談

福
岡
県
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修

車いすの点検整備を行っている下麦さん

著
　
者
　
Ｐ
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

翻
　
訳　

岩
永　

正
勝

　
　
　
　

小
山　

太
一

出
版
社　

文
芸
春
秋
社

「
ジ
ー
ヴ
ズ
の
事
件
簿
」

情

報

の

広

場

　

上
皇
后
美
智
子
さ
ま
の
積
読「
待

機
」本
と
し
て
突
如
ジ
ー
ヴ
ズ
に
注

目
が
集
ま
っ
た
。
上
皇
后
美
智
子
さ

ま
が
昨
年
10
月
、
84
歳
の
お
誕
生
日

に
、
公
務
を
離
れ
た
後
の
生
活
に
つ

い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
の
お
言
葉
。「
読

み
出
す
と
つ
い
夢
中
に
な
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
出
来
る
だ
け
遠
ざ
け
て
い

た
探
偵
小
説
も
、
も
う
安
心
し
て
手

許
に
置
け
ま
す
。
ジ
ー
ヴ
ズ
も
２
、

３
冊
待
機
し
て
い
ま
す
。」

　

ジ
ー
ヴ
ズ
と
は
、
英
国
の
作
家

Ｐ
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
ユ
ー
モ

ア
小
説
の
主
人
公
。
上
皇
后
美
智
子

さ
ま
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
。

お
っ
と
り
と
し
た
性
格
の
若
き
貴
族

バ
ー
テ
ィ
の
身
の
回
り
で
起
き
る
ト

ラ
ブ
ル
を
、
執
事
の
ジ
ー
ヴ
ズ
が
機

転
と
推
理
力
で
片
付
け
て
い
く
。

　

ジ
ー
ヴ
ズ
の
日
本
で
の
知
名
度

は
低
い
が
、「
英

国
で
は
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム

ズ
と
同
等
の
存

在
。」�

（
広
田
）

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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　ご利用者の地域生活を、一番近くで支えるとても素敵
なお仕事です。

【ヘルパーに楽しさ・やりがいを聞いてみました】

■資　　格
　�ホームヘルパー２級以上
の修了者及び介護職員初
任者研修課程修了者

■活動時間
　７時から21時の間
　（時間は相談の上）
■賃金（時給）
　1,100円～1,860円
■問い合わせ
　直方市社会福祉協議会
　総務係
　TEL（0949）23-2551

集

編

後

記

　

２
０
１
９
年
版
の
「
高

齢
社
会
白
書
」
に
よ
る
と
、

80
歳
以
上
で
外
出
時
の
移

動
手
段
と
し
て
車
を
運
転

す
る
人
は
、
26
・
４
％
に
上

り
、
高
齢
者
が
日
常
生
活

の
足
と
し
て
車
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
が
改
め
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
調
査

は
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に

行
わ
れ
、
全
国
の
60
歳
以

上
の
男
女
３
０
０
０
人
を

対
象
と
し
て
、
１
８
７
０

人
が
回
答
し
た
。�

（
広
田
）

「赤い羽根
共同募金運動」
が始まります

令
和
元
年
５
月
７
日
か
ら
令
和
元
年
８
月
10
日

12
件
　
合
計
金
額
　
　 

１
８
６
，６
３
０
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

ご
寄
付あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
典
返
し
寄
付
金

●
上
頓
野
　　
　

渥
美　

雪
子

●
下
　
境　
（
故
）長
木　

敏
明

●
植
　
木　
（
故
）玉
城　

末
子

●
湯
野
原　
（
故
）内
藤　

博
俊

「第17回男性介護者のつどい」参加者募集
　介護苦によって孤立することのない地域を目指
し、今回はみずほ内科・歯科クリニックの認知症
サポート医 輪田順一副院長を交えて、日常生活の
悩みなどを意見交換します。
■と　　き　令和元年９月21日（土）　
　　　　　　10時から13時まで
■と こ ろ　直方市中央公民館
　　　　　　（直方市津田町７-20）
■対 象 者　�男性介護者の方

（奥様やご両親などを介護している
方や、その経験をされた方）

■共　　催　認知症の人と家族の会直方
■申 込 み　TEL・FAX・メールなど
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　　　　　TEL（0949）23-2551

　今年も10月１日から12月31日までの３ヶ月間、
赤い羽根共同募金運動が全国で一斉に展開されます。
　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援
するための募金として社会福祉法に位置づけられ、市
内の高齢者、障害者、子どもたちやボランティアなど、
様々な地域の福祉活動を支えています。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

赤い羽根のホームページ
http://www.akaihane.or.jp/

「登録ヘルパー」募集します

「令和元年度福祉まつり」開催します
　毎年多くのボランティアに支えられて開催している福
祉まつりです。
　各種ステージや手話コーラス、見えにくさ体験・車い
す体験・高齢者体験などの各福祉体験コーナー、おいし
い食べ物や物販など催し物が目白押しです。
　どなたでも自由に参加できますので、ぜひお気軽に遊
びに来てください。
■と　き　　令和元年10月27日（日）
　　　　　　９時30分から14時30分（予定）
■ところ　　直方市体育館（直方市直方674-25）
■無料送迎バスを下記のとおり運行します。
　行き…ＪＲ直方駅発　第１便：８時30分

第２便：９時10分
　帰り…直方市体育館発　福祉まつり終了15分後
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　　　　　   TEL（0949）23-2551

利用者の笑顔を
引き出せた瞬間

ヘルパー同士
わきあいあい

お互いにシフト
を助け合える

休日が
取りやすい

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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